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I は じめ に

水買と地質の関係に興味を持ち,岩石・鉱物の

化学分析とくに定量分析の重要性を痛感し,ED
T▲法による自然水のC a2+,Mg2+の定量を続

けてきたが,最近分析に必要な標準的岩石試料が

入手できたので,EDTA法 によるCaO,MgO
の二成分について迅速分析を試みた。

EDTA(エ チレンジアミン四酢酸=ナ トリウ
ム塩 )の 0.01N液を滴下し,EBT(エ リオク
ロームブラックT)およびNN〔 1-(2-ヒ ド
ロキシー4-ス ルホー1-ナ フチルアゾ)-2-
ヒドロキシー3-ナ フトエ酸〕の指示薬を使用し,

赤色から青色に変わる点を終点としEDTA
O.01N液 lπノ=0.4032η MgO, 0。 5608

ηCaOと して算出した。方法の概要を報告し諸

氏のご教示を仰ぎたい。

Ⅱ 試薬 操作の概要

A 石灰岩・ ドロマイ トにおける
Ca0 0MgOの 定量

1。 試薬  ECl(1+1), conc HN03
アンモニア水 (NH4 0Ⅱ ),KCN

液 (5%),KOE液 (8N),NN

指示薬,緩衝液 (pH 10),EB
T指示薬,EDTA液 (0。 01N)

2.操作 図に示している操作で試料 1,000

′を処理する。正確には濾過の際の

早 田 常 盤 (ロカロ高等学校)

沈澱物を白金るつぼにN a2003

(無水物 )と ともに溶融,融成物を

耳Clにて溶解・壇過して濾液を最

初のそれに追加すべきであるが,今

回はその操作を省略した。図 の操
作による3回の平均値をとる。

B 凝灰岩・玄武岩 における
CaOの 定量

1.試薬 NaOⅡ 液 (8N), トリエタノー
ルアミン希釈液 (2倍にうすめたも

の),KCN液 (5%),NN指 示
薬,EDTA液 (0.01N),
Ⅱ202(3%),臭素水

2.操作 粉末試料 1。 000′ を白金るつぼを

使用し,通常の珪酸塩溶融法によっ

て溶融じ融成物のHClによる溶解
蒸発乾固・渡過をおこない沈澱物は

Si02分 として分離する。濾液に

蒸留水を加えて全容 250π′の試料

溶液をつくる。以下は杉崎隆一・田

中剛 (1971)の 方法に従って操
作した。

融成物をHClにて溶解する際に

E202(3%)5π′,蒸発乾固のと
きに臭素水 5πノを加えて濾液中の鉄

を F eⅡ に酸化しておく。

試料溶液 25ノをコニカルピーカ

ーにとり50π′の蒸留水を加える。

EDT A法による岩石の定量分析 (1)

―― C● 0,Mgoに つ いて一―
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一
）

トリエタノールアミン希釈液約 3π′

(Fe,Al,Mn のいんぺい剤 )
KCN(5%)液 (Ag, Cuな どのい

んぺい斉」)数滴さらにNaOH(8N)

液数πノを加えて PHが 12～ 13に

なるようにする。よく攪伴 (数分間

石灰岩 ・ ドロマ イ トの分析 系統 図

放置した後,約 0。 1ノ のNN指示薬

を加え,EDTA(0.01m液 をふり

まぜながら滴下して,液色が赤から

青に変色する点を終点とする。 3回

の平均値をとる。

(キ レート滴定法 .P。370による )

…………粉末試料

蒸 発 乾 固

|

加 熱

…

嘲

濾 過

HCl(1+1)10π ′

水 25π′(蒸留水,以下同じ )

KCN(5%)lπ ′
KOⅡ (8N)3π J
NN指示薬希釈粉末 0。 1ノ

oOncⅡNO■ 獅

水 (全容約 450πノにする )

NH40H(PH 5～ 7になるように中和 )

置静

KCN(5%)1筋′
緩衝液 (PH 10)2π′
EBT指示薬数滴

攪伴しつ

っ 3～ 5分放
置

CaO
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沈澱 (Fo,Al etc)

EDTA滴定 (0.01N)EDTA滴定 (0.01N)

CaO+Mig O



分 析 結 果

分  類 岩 石 名 CaO(%) MgO(%) 蒲 考

K-1 結 品質 石灰岩 54.96 1.05 小倉 市 平尾 台

D-1 ド ロ マ イ ト 34.66 18.39 岐阜 県春 日村

T-1-1 凝 灰 岩 10.06 測定せず 注 (1)

T-1-2 10.22 〃 〃

B-1-1 玄 武 岩 8.82 測定せず 注

B-1-2 8.95 〃 〃

(注 )

(1)T-1-1,T-1-2は 同一試料のもので名大地球科学教室より提供をうけた

NC一 Bの準標 準 試料 (Altered basaltic lapiH i tuff, CarboniferOus,

Kitakami Hlassif, Iwata Prefecture。 )

(2)B二 1-1,B-1-2も (1)同様準標準試料のNP― B(Subophitic

doleritic basalt,PemiaL TambO area,Kyoto Prefecture.)

0)杉 山隆一・田中剛 (1971)の 定量ではNC一 Bが 10.58± 0.22(%),

NP― Bが 8。 84± 0.05(%)に なっている。
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